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モ 市民ネット・大「履

２
０
２
４
年
３
月
末
、
ＪＲ
東
海
は
「
２
０
２
７
年
開
業
を

断
念
」す
る
こ
と
を
公
式
に
発
表

リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
計
画
は
、
東
京

（品
川
）
～
大

阪
間
を
、
１
期
工
事

（品
川
～
名
古
屋
）
、
２
期
工
事

（名

古
屋
～
新
大
阪
）
に
分
け
て
建
設
す
る
。
１
期
工
事
（２

８
６
ｋｍ
）
が
終
了
後
、
２
期
工
事
（
１
５
２
ｋｍ
）
の
工
事

を
始
め
る
。
全
線
４
３
８
ｋｍ
が
２
０
４
５
年
頃
に
開
通
ｃ

故
安
倍
総
理
の
政
権
下
（
２
０
１
６
年
）
、
大
阪
延
伸
を

８
年
早
め
る
こ
と
を
条
件
に
３
兆
円
の
資
金
融
資
を
国

が
行

っ
た
（２
０
１
６
年

Ｈ
月
）
。
返
済
義
務
を
負
う
が
、

３０
年
間
は
利
息
の
返
済
の
み
と
い
う
好
条
件
で
あ
る
。

工
事
日
程
を
急
ぐ
余
り
自
然
環
境
を
軽
視
す
る

ＪＲ
東
海

と
国
が
招
い
た
ミ
ス
が
あ

っ
た
。
ミ
ス
を
重
ね
た
結
果

が
工
期
遅
延
に
つ
な
が

つ
た
。
ト
ン
ネ
ル
エ
事
で
失
わ

れ
る
地
下
水
や
河
川
水
、
河
川
流
量
の
減
少
や
水
質
汚

染
汚
濁
、
川
の
水
に
頼
る
私
達
に
暮
ら
し
に
影
響
が
及

ぶ
こ
と
を
懸
念
し
た
。
特
に
、
大
井
川
流
域
に
暮
ら
す

６０

万
人
の
生
活
用
水
の
影
響
に
衝
撃
が
走

つ
た
。
静
岡
県

の
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ＪＲ
東
海
と
協
議
す
る
自
然

環
境
に
関
す
る
内
容

２８
項
目
を
上
げ
た
．
現
在
８
項
目

の
協
議
が
終
了
し
、
後
の
生
態
系
な
ど
項
日
は
こ
れ
か

ら
協
議
に
入
る
。
リ

ニ
ア
新
幹
線
事
業
計
画
の
環
境
影

響
評
価
書
の
中
で
地
下
水
問
題
や
残
土
処
理
問
題
を
指

摘
が
あ

っ
た
。
環
境
大
臣
は
環
境
に
配
慮
す
る
よ
う
に

コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
。

完
工
は
「２
０
２
７
年
以
降
」
と
し
て
い
る
が
、
、
、

南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
エ
事

（
２５

ｋｍ
）
の
う
ち
静
岡

工
区
（８
．
９
ｈ
）
は
最
難
関
工
事
で
、　
１０
年
の
工
期
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
２５
年
３
月
末
の
時
点
で
工
事
は

１０

年
遅
れ
て
い
る
ｃ
ト
ン
ネ
ル
エ
事
は
掘

っ
て
み
な
い
と

解
ら
な
い
こ
と
が
多

々
あ
る
。
東
京
～
名
古
屋
間
の
完

成
は
早
く
て
も
２
０
３
５
年
以
降
に
な
る
．
リ

ニ
ア
の

営
業
運
行
は
２
年
程
度
先
に
な
る
。
名
占
屋
以
西
、
大
阪

延
伸
の
見
通
し
は
立
た
ず
、
そ
の
先
、
二
重
．
奈
良
、
大

阪
で
は
工
期
の
遅
れ
に
よ
り
自
治
体
や
地
域
住
民
の
戸

惑
い
や
混
乱
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
．

各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
発
生

２４
年

１０
月

２２
日
、
東
京
都
町
田
市
小
野
路

地
区
で
、
民
家
の
庭
か
ら
突
如
水
と
気
泡
が
噴

出
。住
民
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
気
泡
は
酸
素
濃

度
が
７
％
以
下

（通
常

２１
％
）
の
、
人
間
に
と

っ
て
死
に
至
る
危
険
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

明
。
巨
大
な
掘
削
機
（シ
ー
ル
ド

マ
シ
ー
ン
）
で

地
下

４０

ｍ
以
深
を
掘
る

「
シ
ー
ル
ド
エ
法
」
で

あ
り
、
ＪＲ
東
海
は
工
事
が
原
因
だ
と
因
果
関
係

を
認
め
て
い
る
。
そ
の
後
も
新
た
に
、
先
の
民

家
の
近
く
数
十

ｍ
離
れ
た
場
所
（工
事
の
ル
ー

ト
上
）
で
断
続
的
に
水
と
気
泡
の
噴
出
が
続
い

て
い
る
．　
１２
月
に
シ
ー
ル
ド
機
を

５

ｍ
動
か

し
、
１
月

２３
日
に
は
調
査
掘
進
を
再
開
し
て
い

る
。
ＪＲ
東
海
は
気
泡
の
成
分
や
水
質
の
調
査
を

公
表
し
、
危
険
な
シ
ー
ル
ド
エ
法
の
調
査
掘
進

を
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。

北
品
川
ェ
区
で
は
本
工
事
に
先
立
ち
調
査
掘

進
を
実
施
。
ＪＲ
東
海
が
突
如
調
査
掘
進
を
終
了

と
し
て
、
形
だ
け
の
住
民
説
明
で
本
工
事
を
始

め
る
こ
と
を
通
知
．
住
民
は
ＪＲ
東
海
に
対
し
て

調
査
掘
進
の
情
報
公
開
と
、
ェ
事
の
中
止
を
求

め
て
い
る
。
ま
た
、
国
上
交
通
省
に
は
事
業
者

の

「適
切
な
監
督

。
指
導
」
を
中
し
入
れ
た
。

北
陸
新
幹
線
口京
都
延
伸
も
混
迷

地
下
水
位
低
下
が
京
都
の
地
場
産
業
に
及
す
影

響
、
掘
削
残
土
の
処
分
地
確
保
、
建
設
費
の
高
騰
な

ど
、
リ
ニ
ア
と
同
様
、
北
陸
新
幹
線
の
京
都
延
伸
も

問
題
を
抱
え
て
い
る
．
京
都
市
民
か
ら
現
行
案

「小

浜

・
京
都
ル
ー
ト
」
の
見
直
し
、
中
止
の
声
が
上
が

つ
て
い
る
ｃ
国
が
示
し
た
京
都
駅
３
ル
ー
ト
案
の

う
ち
２
案
が
京
都
市
中
の
地
下
深
く
に
ト
ン
ネ
ル

を
掘
り
、
京
都
駅
に
乗
り
入
れ
る
計
画
。
地
下
水

ヘ

の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
京
都
仏
教
会
の
官
城

泰
年
氏

（聖
護
院
門
主
）
ら
は
、
２
０
２
４
年

１２

月

１９
日
、
京
都
府
西
脇
隆
俊
知
事
に

「千
年
の
愚

行
、
京
都
１
２
０
０
年
の
歴
史
と
未
来
が
揺
ら
ぐ
」

と
訴
え
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

２
０
１
６
年

１２
月
政
府
が
決
定
し
た

「小
浜

・

京
都
ル
ー
ト
」
は
敦
賀
～
小
浜
～
京
都
～
松
井
山

手
～
新
大
阪
に
至
る
約
１
４
０
ｋｍ
。
約
１
１
０
ｋｍ

が
ト
ン
ネ
ル
区
間
。
２
０
２
４
年

１２
月

１３
日

「小

浜
・
京
都
ル
ー
ト
」
の
見
直
し
を
西
脇
隆
俊
京
都
府

知
事
と
松
井
孝
治
京
都
市
長
は
政
府
に
伝
え
た
。

京
都
駅
は
京
都
西
部
の
「桂
川
案
」
と
京
都
駅
に
直

接
は
い
る

「南
北
案
」
の
２
案
。
年
度
内
の
ル
ー
ト

決
定
を
見
送

っ
た
。
２
０
２
５
年
度
の
予
算
請
求

と
工
事
着
工
を
断
念
。
２
０
２
５
年
３
月

２５
日
京

都
市
内
で
京
都
府
内
の
２３
自
治
体
の
担
当
者
が
集

ま

っ
た
。
国
交
省
、
鉄
道
・運
輸
機
構
が
開
催
す
る
、

北
陸
新
幹
線
早
期
実
現
の
説
明
会
で
あ

っ
た
。
開

業
は
最
短
で
も

２５
年
先
の
２
０
５
０
年
頃
に
な
る

予
定
で
あ
る
。
杉
本
福
井
県
知
事
は
小
浜
ま
で
先

行
開
業
。
馳
石
川
県
知
事
は
米
原
ル
ー
ト
を
示
唆
。

京
都
府
知
事

。
市
長
は
京
都
駅
周
辺
の
地
下
水
問

題
や
建
設
費
高
騰
な
ど
が

表
面
化
し
、
現
行
案
に
難
　
名
！

色
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
　
曙
朴

に
至
つ
て
、
米
原
ル
ー
ト
　
釦
∝

が
復
活
し
北
陸
新
幹
線
大
　
教
カ

ム
Ｈ

リ
カ

獅ｃ延伸
は迷走
し
て
い　瓢酬

議
☆リニアカフェ毎月開催☆
第 4土曜 |11 14時 -16時
@カ フェカジョ
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